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2020年度歴史地震研究会 第 7回幹事会議事録 

 

場所:Web会議 

日時:2021年 7月 20日(火) 17:00～19:00 

出席者:松浦(会長)，堀川(副会長)，諸井(財政)，西村(行事)，加納(広報)，行谷(編集出版)，植竹(監査)，

中村(監査)，大邑(総務)書記 

 

1. 入退会者の承認及び 2020年度会費の受取状況（財政） 

【資料 1】入退会者の承認及び 2020年度会費の受取状況 

✓ 入会者 0名，2020年度末退会者 1名，2020年度末休会者 0名，2020年度会員特典復活 2名，登録

内容変更 2名，2020年度休会 1名(特典中止中につき会員数に変化なし) →入会者を承認 

✓ 現段階での会員数 267名(特典停止中の会員を含まず) 

✓ 2020年度会費受取状況 267名（会員 267名のうちの 97％が支払い済み） 

✓ 未納者 9名，2021年度会費納入済 10名 

✓ 2019年度未納者 7名(来年度除名処分) 

✓ 2020年度入退会者まとめ(入会 9名，復活 8名，休会 2名，退会 3名，年度末休会 1名，未納 9名，

会員特典停止 2021年度除名見込み 7名，2021年度入会予定 1名) 

 

2. 「歴史地震」の編集について（編集出版） 

【資料 2】『歴史地震』の編集について 

✓ 36号は発行部数 437部（順調に印刷中） 

✓ 会員向け 267部，図書館向け 122部の送付先リストを前田印刷に提出 

✓ 残部 48部は総務(大邑)に送るように手配済み 

✓ 今後の予定について説明(30日に発送) 

✓ 冊数と送料が確定したため見積書を送付してもらう予定 

 →時間がないので早急に直接財政宛に送ってもらうようお願いする 

✓ 残部 48部のうち 7部が著者贈呈用のため代金の振込を確認して総務から送付 

✓ 宛先不明で前田印刷に戻ってきた分は 8月上旬をめどにまとめ振興会から送付 

✓ 今回カラーページは 4ページあり 1ページあたり 22,000円？を請求する必要がある 

 →例年，編集委員から請求している(請求書が必要な場合もある) 

 →金額を確定する必要がある 

 

3. 2021年苫小牧大会の開催方法について検討（行事） 

✓ 現在，一般講演会について苫小牧市とやりとりをしており，広報の原稿，チラシ(裏に申込書)を用

意してもらえる予定 

✓ 公開講演会は実施できそうな情勢である 

✓ 巡見は難しい状況(集団でのバス乗車，昼食等のリスク) 

✓ 懇親会なし，巡見なし，外食自粛という条件で現地開催するメリット(会員にとって)はあるか 

✓ 夜の飲食について研究会として会員をコントロールするのは難しい 

→公開講演会は現地で実施，研究発表会はオンライン開催とすることに決定 

→オンライン開催に変更の旨を本幹事会後すみやかに会員に通知 
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→移動がないので 2～3日の 2日間で実施（大まかには 4日の午前を 2日の午前に持ってくる形） 

→オンライン開催用にプログラム案(暫定版)を作成し掲載(近日中) 

→微調整は適宜おこなう 

→予稿集は印刷しない 

→公開講演会は録画し後日会員に配信する形とする(回線の関係) 

 

4. その他 

✓ 幹事(委員)の交代について確認 

 

○次回幹事会は 8月上旬の予定 (Web開催) 

以上 


